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 ステイ ホーム ！ ステイ ホーム ！ 耳元に響いてきます。わかって

いる、うん、家にいよう。多くの人がよくわかっている。一方で目の前の映像

に、車の渋滞、人の行列、海・公園・スーパー、そしてパチンコ店、目の前の

映像も今自宅で見ている自分も現実。家にいたい！ そう思っての 「ステイ 

ホーム！」でありたい。みんなみんなが、「ホーム」が「Aｔ Home アット

ホーム」くつろげる空間を楽しめるよう願うばかりです。今まで過ごしてきた

家が、くつろげる場でなかったなら、「ステイ ホーム！」、こんな大変な言葉

はないのかもしれません。くつろげる場であったなら、なんて幸せな響きいい

言葉かもしれない。 

「くつろぐ」、この言葉をこれまで自分に置き換えて考えたことはない。「3

密」を避けよう、この「密」も耳元に響いてくる。耳元から離れない。密にも

なれない、なってはいけない中で、くつろぐアットホームは、本当に至難の業

です。私を心配してあらゆることを配慮する娘には感謝するが、家の中では会

話がはずまない、孫も我が家には来る回数が減ってきた。思えば、私の兄弟は

11 人、母と父が、このコロナの「ステイ ホーム！」の、ひと月を過ごした

ら・・・、本当に想像がつかない。一部屋にみんな一緒に寝ていたような気が

する。食べる、寝る、話す、風呂に入る、すべてが「密」だったに違いない。

思い出します、庭のやぐら (竹で作られた大きなデッキみたいなもの) で夕ご

飯を食べ、そのまま満天の夜空の下で雑魚寝の日々、蚊が出てくると、一つの

蚊帳の中に一緒に寝ていたなあ。けど「くつろいで AT ホーム」、間違いな

い、間違いなかった、そう確信します。 

今からでも「At Home! 」と、耳元に響き渡ってほしい。みんなが誰もがく

つろぐ場、くつろぐ空間で、体も心も休める日々でありますように！ 

みんなに会えるのが楽しみ、幼稚園も、先生たちも、お部屋も、園庭も、畑

も山も、お友達もみんなが会いたい、いちばんはやはり みんな ！ 

園庭になびく「こいのぼり」を見ていると、涙が出てきて仕方ない。子ども

たちに会いたい！ 

みんなが幼稚園に来て、「おはようございます！」、 

そして「握手」した時、春が来ます！ 早く来い、 

早く来い、「わたしたちの春」。 


